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短い夏を楽しもう！町民ソフトボール大会（７月７日）

町議会だより町議会だより



なかとんべつ町議会だより１８１号 ２

第２回
定例会
第２回
定例会

　平成25年第２回定例会が、６月17日招集されました。

　野邑町長は、冒頭の行政報告で以下の３点を報告しました。

　　１．光通信網の整備について、５月21日役場会議室において、

　　　「光回線整備に関する要望書」を㈱ＮＴＴ東日本北海道旭川

　　　支店長に提出し、支店長より、「要望を踏まえて降雪時期ま

　　　でに整備を進めたい」との考えが示された。

　　２．行方不明者捜索について、６月７日夕方、敏音知地区にお

　　　いてタケノコ採りの町民１名が行方不明になり、急遽、捜索

　　　隊を編成して捜索したが発見に至らず、翌８日５時から、町

　　　職員、警察、消防、一般町民ら約100名で捜索を開始したとこ

　　　ろ、午前５時23分無事発見、保護した。

　　３．国保病院長の交代について、平成22年６月から勤務された

　　　伊藤斉院長が一身上の都合により６月末日をもって退職され

　　　ることになった。後任には、６月１日付けで柴中光一医師を

　　　採用した。

　一般質問では、通告順に６議員が｢消防団の充実強化の取り組み｣、

｢中学校の耐震化｣、｢町職員の採用計画｣、｢農業の6次産業化｣、

｢民間アパート建設補助｣、｢福祉施設の拡大｣などの質問を行いまし

た。

　報告案件では、予算を翌年度に繰り越して使う繰越明許費の報告

のほか、町が資本金を出資している「中頓別観光開発株式会社」

「有限会社中頓別振興公社」の経営状況報告も行われました。

　町長から提案された条例案など４件、一般会計など２会計の補正

予算案、議員により発議された「地方交付税削減に反対する意見書」

をいずれも原案どおり可決し、全日程が終了したため、会期を１日

残して17日に閉会しました。

待
望
の
光
通
信
網
整
備
〜
市
街
地
エ
リ
ア
降
雪
時
期
ま
で
に

国
保
病
院
長
交
代
〜
伊
藤
斉
院
長
退
職
、
後
任
は
柴
中
光
一
医
師



第２回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１８１号３

第２回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
40
号　

子
宮
頸
が
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

 　
　
　
　
　
　

菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
及
び
小
児
用

　
　
　
　
　
　
　

 

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成
に

　
　
　
　
　
　
　

 

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○ 
議
案
第
41
号　

戸
籍
事
務
の
一
部
委
託
に
関
す
る

　

 　
　
　
　
　
　

協
議

○ 
議
案
第
42
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　

 　
　
　
　
　
　

約
の
変
更

○ 

議
案
第
43
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

　

 　
　
　
　
　
　

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
44
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
45
号　

平
成
25
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特

　

 　
　
　
　
　
　

別
会
計
補
正
予
算

○ 

発
議
第
４
号　

地
方
交
付
税
削
減
に
反
対
す
る
意

　

 　
　
　
　
　
　

見
書

　

※
 

○ 

は
原
案
可
決

○ 

承
認
第
１
号　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

 　
　
　
　
　
　
（
３
月
31
日
専
決
処
分
）

○ 

承
認
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

　

 　
　
　
　
　
　

改
正
す
る
条
例
（
３
月
31
日
専
決

　

 　
　
　
　
　
　

処
分
）

　

※
 

○ 

は
承
認

　

以
下
は
報
告
案
件

 

報
告
第
２
号　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費  

 　
　
　
　
　
　

繰
越
計
算
書
の
報
告

 

報
告
第
３
号　

中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の
経
営 

 　
　
　
　
　
　

状
況
報
告

 

報
告
第
４
号　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
の
経
営 

 　
　
　
　
　
　

状
況
報
告

諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す
る
意
見

　
　
　
　
　
　

石　

井　

英　

正　

氏

諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す
る
意
見

　
　
　
　
　
　

藤　

田　

淳　

麿　

氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
町
長
が
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
関
し

て
、
２
名
の
候
補
者
に
対
し
て
い
ず
れ
も
適
任
で
あ
る

と
の
答
申
を
し
ま
し
た
。

（
任
期
３
年　

平
成
25
年
６
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
28
年
６
月
24
日
）

選
挙
第
１
号　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
と
同
数
（
４
名
）
の
補
充
員
に
つ
い

て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
る

も
の
で
す
が
、委
員
へ
の
補
欠
（
１
名
）、辞
任
（
３
名
）

に
よ
り
、
全
て
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
通
知
さ
れ
た
た
め
、
議
会
に
お
い
て
選

挙
の
結
果
、
次
の
４
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
、
選
挙

管
理
委
員
長
が
補
欠
す
る
も
の
で
、
順
位
が
上
位
の
者

か
ら
補
欠
さ
れ
ま
す
。

　
　

順
位　

１　

丸　

山　

博　

光　

氏

　
　

〃　

２　

平　

中　

静　

江　

氏

　
　

〃　

３　

相　

馬　

祥　

子　

氏

　
　

〃　

４　

ボ
ー
セ
ン　

仁
美　

氏

（
任
期　

前
任
者
の
残
任
期
間

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
６
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
26
年
６
月
28
日
）

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員
会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会の議事
録などを公開しています。町ホームページから 議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡6-2244（議会事務局）へ。
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
地
域
防
災
に
お
け
る
消
防
団
へ
の
今
後
の

　
取
り
組
み
は

　

消
防
団
は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
日
夜
厳
し
い
訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識

の
向
上
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
内
の
若
年
層
の
減
少
や
団
員
の
高
齢
化

に
伴
っ
て
消
防
団
員
数
が
減
少
し
、
地
域
の

消
防
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

現
在
、
町
職
員
の
消
防
団
加
入
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
今
後
の
加
入
促
進
策
を

伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

現
在
、
町
職
員
で
は
管
理
職
で
２
名
、
一

般
職
で
６
名
の
計
８
名
が
消
防
団
に
加
入
し

て
い
る
。

　

消
防
に
関
す
る
事
務
は
、
南
宗
谷
消
防
組

合
で
共
同
処
理
さ
れ
て
お
り
、
当
町
に
は
事

務
権
限
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も
消
防
団
長

か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
職
員
の
消
防
団
の
加

入
に
つ
い
て
協
力
を
し
て
き
た
の
で
、
今
後

も
要
請
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
　
問

●
火
災
予
防
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か

　

２
０
０
４
年
６
月
の
消
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
既
存
住
宅
の
設
置

に
つ
い
て
は
罰
則
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

全
国
的
に
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
大
半

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
火
災
警
報
器
の
普
及
率
は

98
・
９
％
だ
が
、
未
設
置
の
既
存
住
宅
に
つ

い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

未
設
置
の
世
帯
に
は
、
今
後
も
防
火
査
察

等
を
通
じ
て
設
置
を
お
願
い
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

さ
ら
に
、
公
営
住
宅
解
体
時
の
火
災
警
報

器
を
保
管
し
て
い
る
の
で
、
必
要
な
方
が
い

れ
ば
貸
出
し
た
い
。

質
　
問

●
中
学
校
の
耐
震
化
、
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　

中
学
校
の
耐
震
化
不
足
や
老
朽
化
対
策
は

根
本
的
な
整
備
方
針
の
確
立
が
急
務
と
の
提

言
書
が
昨
年
８
月
に
出
さ
れ
た
。
総
合
計
画

で
も
最
重
要
課
題
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
新

た
に
検
討
委
員
会
を
作
り
、
整
備
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
耐
震
化
不
足
、

老
朽
化
、
生
徒
数
の
減
少
な
ど
、
状
況
は
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
基

本
方
針
を
決
定
す
べ
き
。
状
況
か
ら
見
て
新

築
し
か
な
い
と
考
え
る
が
、
検
討
委
員
会
で

は
新
築
を
前
提
と
し
て
何
を
ど
う
す
る
か
議

論
す
べ
き
。
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

中
頓
別
中
学
校
は
、
建
設
以
来
45
年
が
経

過
し
、
改
修
工
事
も
行
っ
て
い
る
が
、
耐
震

化
不
足
だ
け
で
な
く
全
体
的
な
老
朽
化
も
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
体
育
館
は
平
成
23
年
度

に
耐
震
化
工
事
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り

耐
用
年
数
が
伸
び
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

提
言
書
は
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
、
新

築
と
い
う
具
体
的
な
整
備
方
針
が
示
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。

　

６
月
中
に
「
教
育
関
連
施
設
整
備
基
本
計

画
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
多
く
の
観
点

か
ら
整
備
の
あ
り
方
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

情
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

答
　
弁
　
○
米
屋
教
育
長

　

学
校
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
や
防

災
拠
点
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
持
つ
重
要

な
施
設
。
少
子
化
に
伴
い
小
中
一
貫
教
育
な

ど
教
育
方
法
の
こ
と
も
あ
る
。
他
の
文
教
施

設
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
聞
き
、
計
画
的
・
効
率
的
に
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

本 

多 

夕
紀
江 

議
員

老朽化が進む中頓別中学校

５月19日　春季消防演習
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質　

問

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
16
日
の
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
つ
い
て
の
専
門
部
会
で
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
後
に
発
熱
・
失
神
と
い
っ
た
副
作

用
が
２
０
０
９
年
の
販
売
開
始
か
ら
今
年
３

月
ま
で
に
計
１
９
６
８
件
に
上
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
本
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

奨
励
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
万
が
一
子
供
達
に
副
作
用
が

出
て
い
れ
ば
町
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

　

本
町
で
の
こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

の
数
と
異
常
の
届
出
が
な
い
か
。
届
出
が
な

い
と
し
て
も
早
急
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
国
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
奨

励
し
な
い
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、
国
、

保
健
所
か
ら
指
示
・
指
導
等
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
平
成
22
年
度
か

ら
昨
年
度
ま
で
33
名
が
接
種
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
で
副
反
応
の
報
告
は
な
い
。
聞
き
取

り
調
査
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

市
町
村
に
正
式
通
知
は
な
い
が
、
厚
生
労

働
省
か
ら
都
道
府
県
に
対
し
て
、
積
極
的
勧

奨
は
し
な
い
が
、
定
期
予
防
接
種
の
機
会
は

確
保
す
る
。
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
積
極

的
勧
奨
は
し
て
い
な
い
こ
と
、
安
全
性
、
リ

ス
ク
を
接
種
希
望
者
に
説
明
し
た
上
で
接
種

す
る
よ
う
通
知
が
さ
れ
て
い
る
。

質　

問

●
公
営
住
宅
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
排
気
口
を
高
い

　

位
置
に
付
け
替
え
る
べ
き

　

現
在
の
排
気
口
の
位
置
は
ス
ト
ー
ブ
と
同

じ
高
さ
で
あ
り
、
と
て
も
積
雪
地
帯
に
合
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
雪
が
降
る
前
に
も

っ
と
高
い
安
全
な
所
に
付
け
替
え
、
安
心
し

て
冬
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

る
。
と
く
に
、
高
齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
さ

れ
て
い
る
方
々
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
離

れ
、
安
全
・
安
心
を
求
め
て
入
居
さ
れ
た
方

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
命
に
関
わ
る
問
題
で

あ
り
、
入
居
者
の
意
見
を
聴
く
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
猛
吹
雪
の
後
、
排
気
口
の
様

子
を
見
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
付
け

替
え
を
決
断
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
い
る
公
営
住

宅
は
建
設
後
十
数
年
経
つ
が
、
給
排
気
口
の

こ
と
で
入
居
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
改
善

の
要
望
は
な
か
っ
た
。
本
年
３
月
に
西
団
地

老
人
単
身
者
向
け
住
宅
の
入
居
者
か
ら
給
排

気
口
を
高
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

っ
た
。

　

猛
吹
雪
の
後
の
様
子
は
確
認
し
て
い
な
い
。

西
団
地
、
あ
か
ね
団
地
、
小
頓
別
団
地
全
て

の
現
状
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
実
態
を
調

べ
、
必
要
性
が
あ
れ
ば
改
善
し
た
い
。
西
団

地
に
つ
い
て
は
高
く
す
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

質　

問

●
来
年
度
の
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

旬
報
で
は
来
年
度
の
大
学
卒
の
採
用
予
定

を
一
名
と
募
集
し
て
い
る
が
、
こ
の
採
用
は

定
年
退
職
の
補
充
か
、
勧
奨
退
職
に
よ
る
も

の
か
。
勧
奨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
務
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
、
全
体
の
採
用
計
画

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

○
和
田
総
務
課
長

　

平
成
26
年
度
の
新
規
採
用
に
つ
い
て
は
、

宗
谷
町
村
会
の
採
用
試
験
合
格
者
を
対
象
に

上
級
（
大
卒
者
）
一
名
を
計
画
し
て
お
り
、

初
級
及
び
消
防
職
に
つ
い
て
は
、
採
用
予
定

は
な
い
。

　

退
職
は
勧
奨
退
職
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
職

員
が
退
職
す
る
と
い
う
こ
と
で
公
務
へ
の
影

響
は
大
き
い
と
考
え
る
。
慰
留
に
努
め
た
が

説
得
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

質　

問

●
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
職
員
給
与
の
削
減

　

に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
復
興
に
資
す
る
た
め
国
家

公
務
員
は
平
成
24
、
25
年
の
２
ヵ
年
で
平
均

７
・
８
％
の
給
与
削
減
を
し
て
い
る
。
こ
れ

に
準
じ
て
地
方
公
務
員
に
も
給
与
の
削
減
を

求
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
５
月
31
日
の

北
海
道
新
聞
で
全
道
市
町
村
の
対
応
状
況
が

報
道
さ
れ
た
が
、
地
方
の
自
主
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
か
ら
人
件
費
相
当
分
を
削
減
し

て
ま
で
強
制
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

る
が
、
職
員
給
与
削
減
の
有
無
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

○
和
田
総
務
課
長

　

国
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
１
０
０
を
超

え
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
本
年
７
月

か
ら
１
０
０
以
下
と
す
る
よ
う
給
料
等
の
削

減
を
求
め
て
い
る
。

　

現
段
階
の
試
算
で
は
、
本
町
へ
の
地
方
交

付
税
の
影
響
額
は
１
千
９
０
０
万
円
減
額
に

な
る
と
推
計
さ
れ
る
が
、
平
成
18
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
の
８
年
間
に
１
億
６
千
５
４
６

万
円
に
の
ぼ
る
人
件
費
を
独
自
削
減
し
て
い

る
。
今
後
も
役
職
加
算
の
凍
結
や
管
理
職
手

当
て
の
定
額
制
等
に
よ
る
対
応
で
、
年
間
１

千
１
４
６
万
円
の
削
減
を
続
け
る
。
住
民
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
職
員

給
与
の
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員

柳 

澤 

雅 

宏 

議
員

職員採用　来年度は１名
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答　

弁　

○
平
中
産
業
建
設
課
主
幹

　

検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
総
合
開

発
委
員
、
農
協
職
員
に
よ
る
検
討
準
備
会
を

５
月
１
日
に
開
催
し
、
検
討
委
員
の
構
成
や

検
討
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
検
討
委
員
に
は
総
合
開
発

委
員
や
農
業
者
、
農
業
関
係
団
体
、
商
工
会

等
を
予
定
し
て
お
り
、
早
急
に
検
討
会
を
設

立
し
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。

　

学
校
給
食
等
で
の
農
産
物
の
地
産
地
消
の

取
り
組
み
は
、
『
中
頓
別
町
地
域
内
農
産
物

生
産
と
給
食
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
』
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
事
業

を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
天
北
厚
生

園
多
機
能
事
業
所
の
農
園
内
に
実
証
ほ
場
を

設
け
、
無
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
タ
マ
ネ
ギ
等
を
栽
培
し
、
平
成
23
年
度

か
ら
試
験
的
に
町
内
５
箇
所
の
給
食
施
設
へ

提
供
し
て
い
る
。
23
年
度
は
年
１
回
、
24
年

度
は
年
２
回
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
25
年

度
に
お
い
て
は
、
各
給
食
施
設
へ
年
２
回
の

提
供
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
中
頓
別
小
学

校
の
収
穫
体
験
及
び
収
穫
物
の
給
食
利
用
や

町
民
向
け
ほ
場
公
開
デ
ー
の
開
催
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

　

給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
い
手
に
つ
い
て
、

土
地
を
主
体
的
に
利
用
し
て
い
る
天
北
厚
生

園
の
施
設
長
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
も
、
多
機
能
作
業
所
と
し
て
地
元
の
人

達
に
農
産
物
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
規
模
拡

大
を
図
っ
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

質　

問　

●
農
業
の
６
次
産
業
化
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
魅
力
あ
る
農
村

づ
く
り
を
図
る
た
め
、
牛
乳
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
の
推
進
を
め
ざ

し
関
係
者
と
の
協
議
検
討
の
場
を
設
置
す
る

」
と
表
明
さ
れ
た
が
、
協
議
検
討
の
場
は
設

置
さ
れ
た
の
か
現
状
を
伺
う
。

　

ま
た
、
第
７
期
総
合
計
画
で
は
学
校
給
食

等
で
農
産
物
の
地
産
地
消
を
図
る
べ
く
取
り

組
み
を
進
め
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
本
年

度
は
ど
の
程
度
ま
で
進
め
る
の
か
伺
う
。
ま

た
、
５
年
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
３

年
間
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に

な
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
た
。
い
つ
ま
で
も

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
か
せ
で
は
な
く
、
今
後
、

町
が
自
ら
体
制
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
担
い
手
対
策

を
ど
う
す
る
の
か
。

質　

問

●
民
間
ア
パ
ー
ト
の
建
設
補
助
に
つ
い
て

　

民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
へ
の
補
助
金
条
例
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①　

条
例
制
定
時
に
町
有
地
と
個
人
の
土
地
、

　

候
補
地
が
２
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

　

今
回
、
個
人
の
土
地
が
選
ば
れ
た
理
由
は

　

何
か
。
こ
の
土
地
は
、
昨
年
の
３
月
、
町

　

が
購
入
を
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
そ
の
理

　

由
と
土
地
の
情
報
の
不
十
分
さ
か
ら
、
議

　

会
が
修
正
削
除
し
た
土
地
と
同
じ
所
有
者

　

の
土
地
で
あ
り
、
と
も
に
抵
当
権
が
設
定

　

さ
れ
て
い
た
も
の
を
今
回
事
業
者
が
購
入

　

し
た
こ
と
は
偶
然
と
言
え
る
の
か
。

②　

建
物
に
つ
い
て
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
２
Ｌ
Ｄ

　

Ｋ
、
２
種
類
の
間
取
り
を
予
定
し
て
い
る

　

と
い
う
こ
と
だ
が
、
助
成
額
は
い
く
ら
に

　

な
る
の
か
。

③　

事
業
者
に
つ
い
て
、
製
箸
事
業
に
お
い

　

て
補
助
金
を
受
け
た
が
、
天
そ
げ
箸
の
製

　

造
販
売
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
１
年

　

前
に
も
指
摘
し
た
が
、
再
開
さ
れ
た
の
か
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

①　

土
地
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
町
有
地

　

で
あ
る
あ
か
ね
団
地
側
を
薦
め
た
。

　
　

役
場
側
の
土
地
に
つ
い
て
、
町
が
関
与

　

し
た
こ
と
は
無
い
の
で
、
購
入
費
に
つ
い

　

て
も
把
握
し
て
い
な
い
。
土
地
取
得
手
続

　

き
の
一
切
に
つ
い
て
は
、
稚
内
信
金
が
進

　

め
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
役
場
側
の
土
地

　

を
薦
め
た
理
由
は
、
よ
り
人
通
り
が
多
い

　

と
こ
ろ
の
方
が
建
物
の
宣
伝
に
も
つ
な
が

　

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
聴
い
て
い
る
。

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

②　

助
成
条
例
に
基
づ
く
認
定
申
請
は
、
確

　

認
済
証
の
交
付
後
に
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

　

当
該
法
人
か
ら
整
備
内
容
や
手
続
き
に
関

　

す
る
事
前
協
議
は
さ
れ
て
い
る
。

　
　

建
設
場
所
は
、
役
場
庁
舎
と
旧
営
林
署

　

庁
舎
の
間
で
、
１
棟
４
戸
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２

　

戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
）
を
２
棟
建
設
す
る

　

内
容
で
あ
る
。

　
　

工
事
費
総
額
が
事
前
協
議
の
内
容
通
り

　

７
千
７
０
０
万
円
以
上
に
な
る
と
し
た
ら

　

助
成
額
は
２
千
４
０
０
万
で
あ
る
。

答　

弁　

○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

③　

天
そ
げ
箸
の
製
造
が
再
開
さ
れ
た
と
は

　

聴
い
て
い
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
再
開

　

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
今
後
の
推

　

移
を
見
守
っ
て
い
く
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

牛乳は豊富な地域資源

建設が始まった民間アパート
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し
か
し
、
介
護
保
険
会
計
で
は
、
介
護
給
付
費
で

12
・
５
％
〜
19
・
75
％
の
負
担
割
合
が
発
生
し
、
年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
福
祉
施
設
の
増
設
や
拡
張
に

よ
り
町
民
の
利
用
が
多
く
な
れ
ば
、
町
の
財
政
や
個

人
負
担
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

運
営
す
る
福
祉
法
人
の
考
え
が
あ
れ
ば
協
力
し
た

い
。

質
　
問

●
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
後
の
処
理
対
策
に
つ
い
て

　

本
年
の
駆
除
目
標
が
５
０
０
頭
と
大
き
な
数
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
、
残
滓
処
理
を
ど
う
す
る

の
か
、
ま
た
、
肉
の
活
用
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
主
幹

　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
は
、
平
成
23
年
度
２
６
０

頭
、
平
成
24
年
度
４
５
３
頭
と
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
『
鳥
獣
被

害
緊
急
捕
獲
等
対
策
事
業
』
の
実
施
に
あ
た
り
、
年

間
５
０
０
頭
の
目
標
を
設
定
し
た
。
捕
獲
し
た
エ
ゾ

シ
カ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
で
は
従
来

ど
お
り
捕
獲
者
に
よ
る
現
地
埋
却
処
理
対
応
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
の
残
滓
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
に

施
設
整
備
に
対
す
る
検
討
協
議
を
行
い
、
平
成
26
年

度
設
置
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
し
て
い
る
。

４
月
25
日
に
猟
友
会
や
農
業
団
体
等
に
よ
る
準
備
会

を
開
催
し
、
検
討
会
の
構
成
員
や
検
討
内
容
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
６
月
中

に
検
討
会
を
設
立
し
、
具
体
的
な
施
設
整
備
の
方
向

性
や
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

食
肉
加
工
に
は
非
常
に
規
制
が
多
く
、
活
用
は
現

時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

質
　
問

●
行
政
運
営
と
福
祉
施
設
の
係
わ
り
に
つ
い
て

　

こ
の
町
の
将
来
は
、
福
祉
施
設
の
増
設
、

拡
大
に
よ
る
、
利
用
者
と
介
護
者
を
含
め
た

施
設
関
係
者
に
よ
る
人
口
の
維
持
、
経
済
活

性
化
で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

一
方
、
施
設
運
営
に
つ
い
て
、
利
用
者
増

に
は
施
設
設
備
や
住
民
利
用
者
に
対
す
る
町

費
の
負
担
が
伴
い
、
こ
れ
を
ど
う
判
断
し
て

い
る
の
か
。
拡
充
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

こ
れ
ま
で
福
祉
施
設
に
対
し
て
は
施
設
建

設
に
係
る
費
用
以
外
の
負
担
は
し
て
お
ら
ず
、

基
本
的
に
は
今
後
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
、
町
が
設
置
し
運
営
を
委
託
し

て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
不
採
算

分
を
委
託
料
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
地
方
公
務
員
給
与
の
７
月
か
ら
の
引
下
げ
を
前
提
と
し
た

改
正
地
方
交
付
税
法
が
去
る
３
月
29
日
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

使
途
の
自
由
な
地
方
交
付
税
を
減
額
し
、
使
途
に
縛
り
の
あ
る
財
政
措

置
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
自
治
体
の
自
由
裁
量
枠
を
著
し
く
制
限
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
方
分
権
を
否
定
す
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
公
平
・
中
立
な
知
見
を
踏
ま
え
つ

つ
住
民
の
意
思
や
議
会
の
同
意
に
基
づ
き
地
方
が
自
主
的
・
弾
力
的
に
決

定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
が
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
を
強
制
す
る
こ

と
は
、
地
方
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

方
の
固
有
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
減
額
す
る
と
い
う
手
段
は
断
じ
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

地
方
自
治
体
は
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減
、
職
員
数
の
大
幅
な
削
減
、

行
政
機
能
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
行
革
努
力
を
国
に
先
ん

じ
て
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
自
治
体
の
努
力
を
政
府
は
考
慮
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
給
与
は
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の
条
例
に
基

づ
き
、
自
主
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
主
性
を
犯
す
こ
と

は
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
あ
り
方
を
含
め
、
給
与
と
手
当
の
総
合

的
な
比
較
を
行
い
、
早
急
に
「
国
と
地
方
の
場
」
等
に
お
い
て
十
分
協
議

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

　
　
　
　

総
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

『
地
方
交
付
税
削
減
に
反
対
す
る
意
見
書
』

老人ホーム　長寿園



なかとんべつ町議会だより１８１号 ８

※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予算に
　計上されているが、年度内に支出が終わらないと
　見込まれるものについて、予算に定めることによ
　り、翌年度に繰り越して支出することができるも
　のです。

※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を議
　会に報告しなければなりません。

報告第２号　平成24年度一般会計繰越明許費
繰越計算書
　平成24年度から25年度に次の事業予算が繰り越さ
れました。

報告第４号　有限会社中頓別振興公社の経営状況
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、鍾
乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃業務等を営む
同社全体の平成24年度経営状況は次のとおりです。
当期純利益が27万円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
　・収 益 合 計　63,717,271円
　・費 用 合 計　63,213,801円
　・営 業 利 益　　503,470円
　・当期純利益　　265,667円
　・資 産 合 計　17,816,627円
　・負 債 合 計　 3,114,866円
　・純資産合計　14,701,761円

報告第３号　中頓別観光開発株式会社の経営状況

（単位：千円）

事 業 名 繰越金額

町道６丁目線交付金事業 45,300
町道１０丁目線交付金事業 26,968

合   計 72,268

報  告  事  項

　ピンネシリ温泉の平成24年度決算は、前年度に比
べ入館者で2,445人減少、宿泊者で935人減少。当期
純損失が443万円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
　・収 益 合 計　31,141,994円
　・費 用 合 計　36,399,782円
　・営 業 損 失　 5,257,788円
　・当期純損失　 4,429,489円
　・資 産 合 計　11,567,791円
　・負 債 合 計　 5,862,701円
　・純資産合計　 5,705,090円
●利用状況
　・宿泊者数  2,395人（前年比71.9％）
　・入館者数 10,802人（前年比81.5％）
　・会食利用件数57件（前年比107.5％）、利用人数
　　1,076人（前年比107.6％）
●主な質疑
 Ｑ 柳澤議員
　　平成24年度において、資本金1,000万円の約半分
　429万円を取り崩した。平成25年度予算において
　も収入・支出とも非常に厳しく想定しているが、
　達成できるのか。また、会食料理に改善を要する
　と思うが、今後のピンネシリ温泉のあり方をどう
　考えるか。
 Ａ 野邑町長
　　数年前から町内の工事が減少して宿泊客が減少
　している。また、客室にトイレ、洗面所がないこ
　とが他の宿泊施設と比較し条件が悪い。
　　厳しい経営環境ではあるが、閑散期の休館日を
　増やすなど経費の削減に努力をすることを今年の
　営業方針としている。

 Ｑ 東海林議員
　　町内には20人以上の宴会を開ける場所が少ない
　ことから、温泉を適当な場所として認めているの
　で、料理の内容を改善して運営すべき。
　　営業日数を減らして赤字を減らすというのは逆
　ではないか。今年の正月も休館していたが、町民
　には極めて不評であった。せめて、入浴、食堂は
　営業すべきと思う。
 Ａ 野邑町長
　　料理の改善は役員会の都度指導している。
　休館日については、過去３年間の実績により、極
　めて利用客が少ないことから設定した。
　　温泉を継続させたいとの思いで、今年１年間努
　力をして運営したい。
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地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の

改
正
に
伴
い
、
寄
附
金
控
除
の
特
例
等
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

○ 
承
認
第
１
号　

税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
軽
減
措
置
に
係
る
基
準
額
等
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

○ 

承
認
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

 

一
部
改
正

　

歳
入
歳
出
に
１
千
６
３
６
万
円
を
追
加
。

総
額
は
28
億
４
千
２
３
９
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
、
東
日
本
大
震
災

子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
補

助
金
78
万
円
（
企
画
費
）
、
観
光
看
板
整
備

工
事
50
万
円
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
費
）
を
計
上
。

　

衛
生
費
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
補
助
金
81
万
円
を
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
酪
農
研
修
生
受
入

住
宅
改
修
事
業
補
助
金
１
６
５
万
円
（
農
業

振
興
費
）
、
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
報
償
費
２
１
０

万
円
、
捕
獲
補
助
金
３
２
０
万
円
（
有
害
鳥

獣
対
策
費
）
を
計
上
。

　

商
工
費
で
は
、
観
光
ガ
イ
ド
養
成
支
援
委

託
料
１
７
０
万
円
を
減
額
し
、
講
師
報
償
費
、

　

戸
籍
の
電
子
化
、
事
務
の
電
算
化
を
中
頓

別
・
豊
富
・
浜
頓
別
の
３
町
の
電
子
情
報
処

理
組
織
に
よ
り
共
同
利
用
す
る
た
め
、
規
約

を
定
め
、
管
理
・
執
行
に
関
す
る
事
務
を
浜

頓
別
町
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
41
号　

戸
籍
事
務
の
一
部
委
託
に

　

 

関
す
る
協
議

○ 

議
案
第
44
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

 　

正
予
算

旅
費
、
消
耗
品
費
90
万
円
、
鍾
乳
洞
案
内
看

板
修
繕
料
16
万
円
（
観
光
費
）
を
計
上
。

　

消
防
費
で
は
、
消
火
栓
、
車
両
修
繕
費
50

万
円
、
吏
員
待
機
宿
舎
浴
室
改
修
工
事
費
２

５
０
万
円
（
南
宗
谷
消
防
組
合
負
担
金
）
を

計
上
。

　

諸
支
出
金
で
は
、
自
動
車
学
校
の
大
型
特

殊
教
習
車
購
入
費
４
４
１
万
円
（
特
別
会
計

繰
出
金
）
を
計
上
。

　

歳
入
歳
出
に
４
４
１
万
円
を
追
加
。
総
額

は
３
千
６
９
３
万
円
に
。

　

大
型
特
殊
教
習
車
購
入
費
４
４
１
万
円
を

計
上
。

○ 

議
案
45
号　

平
成
25
年
度
自
動
車
学
校
事

　

 

業
特
別
会
計
予
算

　

構
成
団
体
に
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

変
更
で
す
。

○ 

議
案
第
42
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

　

 

組
合
規
約
の
変
更

　

構
成
団
体
に
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

変
更
で
す
。

○ 

議
案
第
43
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

　
 

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
、
定
期
の
予
防
接
種
（
Ａ
類
疾
病
）
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
40
号　

子
宮
頸
が
ん
・
イ
ン
フ
ル

　

 

エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
及
び
小
児
用

　

 

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成
に
関
す
る

　

 

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

議
決
さ
れ
た
条
例
・
補
正
予
算

～私の思い～

　このコーナーは、それぞれの
議員が町づくりや議会活動など
について思いを綴るものです。

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

『定例会を終えて』
　中頓別町民間賃貸住宅建設促進助成
条例は、なぜ「工事費」を補助金算定
の基礎としたのか。
　個人の住宅建設促進助成条例は、あ
くまで建物の「評価額」です。税務職
員が評価した建物の価格で補助金額が
決まります。
　「工事費」は、建設業者によってま
ちまちです。基準が緩く、現実的な厳
しい言い方をすれば水増しも可能だと
いうことになります。個人の住宅のよ
うに、公正な「評価額」に対して助成
するよう、条例を改正する必要がある
と思います。
　実際に適用の話が出てきて、たいへ
ん意図的な計画になっているのではと
感じています。
　また、今回の民間アパート予定地と
なっている旧営林署横の敷地内には、
立派な楢の木があります。私も小さい
頃、どんぐりを拾いにいった思い出の
木です。いまでも子供達がその実を拾
いにいくのだということを聞いて、懐
かしさと淋しさ、複雑な思いを抱きま
した。
　ジブリ映画「となりのトトロ」に登
場するような大木で、何かを訴えてい
るように感じます。新所有者の方にも、
「保存」という粋な計らいを望みます。
　長い間、中頓別町の歴史を見守って
きてくれた貴重な存在だと思います。
この町の次代を担う子供達が、同じ場
所でどんぐりを拾い成長する姿を、こ
の木と一緒に私もずっと見ていたい。
　　　　　　　　（綴人：宮崎泰宗）



　

春
か
ら
の
天
候
不
順
が
続
き
ま
し
た
が
、

体
調
は
、
そ
し
て
畑
の
作
物
や
花
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
の
好

天
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
８
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
期
間
、

福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
「
北
の
て

っ
ぺ
ん
・
そ
う
や
自
然
学
校
で
夏
休
み
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
６
月
定
例
議
会
で
関
連
の

補
正
予
算
78
万
円
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

被
災
地
の
子
ど
も
を
道
内
に
受
け
入
れ
る

各
支
援
団
体
の
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
行
政

の
補
助
や
寄
付
の
減
少
で
運
営
資
金
が
不
足

し
、
受
け
入
れ
人
数
を
減
ら
し
た
り
、
実
施

期
間
を
短
縮
す
る
ケ
ー
ス
が
続
出
し
て
い
る

と
の
報
道
を
目
に
し
て
、
来
町
す
る
13
人
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
涼
し
く
、
自
然
豊
か
な

中
頓
別
で
の
夏
休
み
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の
原
因
究

明
も
さ
れ
な
い
中
、
い
ま
だ
に
15
万
人
を
超

え
る
人
た
ち
が
避
難
し
、
増
え
続
け
る
汚
染

水
の
処
理
も
ま
ま
な
ら
ず
、
危
険
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

原
発
企
業
の
利
益
を
優
先
す
る
輸
出
、
再

稼
動
推
進
は
、
原
発
ゼ
ロ
を
願
う
被
災
者
、

国
民
の
気
持
ち
を
逆
な
で
す
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
に
な
り
ま
し
た
ら
、

感
想
・
ご
意
見
な
ど
お
近
く
の
議
員
ま
た
は

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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19日～22日
　　　大崎上島町合併10周年記念式典
　　　（広島県）
　　　中頓別故郷会（東京都）
26日　中頓別町観光協会通常総会
27日　中頓別町自衛隊協力会通常総会

２日　鍾乳洞祭り
３日　議会運営委員会
５日～６日
　　　北海道町村議会議長会第64回定期総会
　　　（札幌市）
７日　議会運営委員会
９日　中頓別小学校運動会
10日　天北線代替輸送連絡調整協議会総会及
　　　び稚内音威子府間「命をつなぐ街道」
　　　整備促進期成会総会（浜頓別町）
16日　名寄駐屯地創立60周年記念行事
　　　（名寄市）
17日　第２回定例会
21日　柴中医師、杉澤歯科医師歓迎会
22日　こども館運動会
27日～28日
　　　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
29日　旭台夏祭り

議会の動き
４月

１日　鍾乳洞安全祈願祭
12日　中頓別町クリーン作戦
15日　中頓別町農業協同組合通常総会
16日　町民交通安全大会
　　　中頓別町商工会通常総会
　　　中頓別町育英会総会
17日　中頓別観光開発株式会社定時株主総会
19日　中頓別消防団春季消防演習
26日　中頓別中学校運動会
28日　中頓別町戦没者慰霊祭
30日～31日　
　　　宗谷管内町村議会議員研修会（利尻町）

５月

６月

なかとんべつ町議会だより１８１号 10

　宗谷管内町村議会議員研修会が、５月30日利尻町
交流促進施設「どんと」で開かれ、全議員が参加し
ました。
　管内９町村から集まった81名の議員を前に稚内市
教育委員会社会教育課主査市川和正氏が「私の見た
南極　～みんなにできること～」と題して講演を行
いました。第52次日本南極地域観測隊員として平成
22年11月から24年３月まで貴重な南極体験をした稚
内人です。
　講演時間は１時間30分、汗をかきながらも静かな
トーンと柔らかな雰囲気で話をしていただきました。
プロジェクターで南極の写真や動画、グラフなどを
写し、講演中の全ての時間を視覚化していましたの
で、映像だけでも楽しめたと思います。また、最後
の５分間は美しいオーロラの映像を音楽に乗せて見
ながら終了しました。
　南極に暮らすアザラシやペンギンのあどけない姿
に感動し、文明生活が排出したフロンガスが南極上
空のオゾンホールを拡大し、二酸化炭素など温室効
果ガスが温暖化の原因となっているという地球の危
機を身近に感じました。増えすぎた二酸化炭素を少
しでも減らすため、自分にできるエコ生活をがんば
ろうという気にさせていただきました。
　環境にやさしい再生可能エネルギーの活用が世界
中で取り組まれていることは非常に良いことであり、
この宗谷地域でも風力発電のための風車があちこち
で見受けられるが、風車が増えれば壊す自然もある。
雄大な自然を大切にしてきた宗谷の景観が変わって
も良いのかという問題提起もされました。
　最後に、「何でも思い切りやる」、「一人で悩ま
ない、助けてくれる仲間がいる」といった言葉が、
私のこれからの議員活動にも通じる言葉として強く
印象に残った研修会でした。
　　　　　　　　　　　　　（報告者：細谷久雄）

《管内議会議員研修会に参加して》


